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ITER/BA推進のための望むべき研究体制

（全体）
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○ 開発研究の中核を担う人員の確保
○ 大学等からの研究参加 → 新たな競争的研究資金
○ 人材育成 → 人材の確保

学際的・国際的循環系
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原子力分野の研究開発に関する委員会
核融合研究作業部会（第６回）

平成19年1月31日（水）
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ITER/BA推進のための望むべき研究体制

（プラズマ研究関係）
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○ 開発研究の中核を担う人員の確保
○ 大学等からの研究参加 → 新たな競争的研究資金
○ 人材育成 → 人材の確保

学際的・国際的循環系
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